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付

ス
ラ
プ
研
究
施
設

付

わ
が
国
の
国
立
大
学
中
唯
一
の
ス
ラ
ブ
地
域
に
関
す
る
総
合
的
研
究
機
関
と
し
て
、
北
海
道
大
学
に
ス
ラ
ブ
研
究
施
設
が
設
置
さ
れ
た

の
は
、

一
九
五
五
年
(
昭
和
三
O
)
七
月
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

スラブ研究施設

欧
米
に
お
け
る
ス
ラ
ブ
研
究
は
、
第
二
次
大
戦
ま
で
は
言
語
学
・
文
献
学
・
文
学
史
の
研
究
を
中
心
と
す
る
フ
ィ
ロ
ロ
ジ
ー
で
あ
っ
た

が
、
第
二
次
大
戦
直
後
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
は
じ
め
と
し
て
、
人
文
・
社
会
科
学
の
諸
分
野
か
ら
ス
ラ
ブ
地
域
(
ソ
連
・
東
欧
諸
国
)
の
総

合
的
研
究
を
指
向
す
る
動
き
が
始
ま
り
、
比
較
的
短
期
間
に
地
域
研
究
の
指
導
的
地
位
を
占
め
る
ほ
ど
の
研
究
者
と
業
績
を
生
み
出
す
に

至
っ
た
。

北
海
道
大
学
の
ス
ラ
ブ
研
究
施
設
も
、
こ
の
よ
う
な
ス
ラ
ブ
地
域
の
総
合
的
研
究
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、
す
で
に
二
年
前
の

一
九
五
三
年
(
昭
和
二
八
)
に
、

そ
の
母
胎
と
な
る
ス
ラ
ブ
研
究
室
が
、
官
制
に
よ
ら
ぬ
学
内
共
同
研
究
機
関
と
し
て
発
足
し
て
い
た
。

こ
の
時
中
心
と
な
っ
て
努
力
し
た
の
は
、
当
時
法
学
部
で
政
治
学
を
担
当
し
て
い
た
尾
形
典
男
と
、
文
学
部
ロ
シ
ア
文
学
科
主
任
の
木
村

彰
一
で
あ
っ
た
。
尾
形
自
身
は
必
ず
し
も
ア
メ
リ
カ
流
の
地
域
研
究
に
全
面
的
に
賛
成
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
に
左
右
さ
れ
ぬ
、

よ
い
意
味
で
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
ソ
連
・
東
欧
研
究
を
意
図
し
て
い
た
。

そ
の
際
に
尾
形
が
め
ざ
し
て
い
た
の
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は
、
歴
史
を
中
心
と
し
て
、

そ
れ
が
い
ち

ス
ラ
ブ
地
域
の
文
化
や
思
想
の
本
質
を
研
究
し
、

ひ
い
て
は
な
ぜ
ロ
シ
ア
で
革
命
が
起
こ
り
、

お
う
の
成
功
を
み
た
か
を
理
解
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
第
二
次
大
戦
後
よ
う
や
く
文
系
学
部
を
設
置
す
る
に
至
っ
た
北
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海
道
大
学
が
、
単
な
る
ロ
ー
カ
ル
大
学
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
人
文
・
社
会
系
の
分
野
で
も
全
国
的
に
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
を
つ
く
り
出

そ
う
と
の
意
図
が
あ
っ
た
。

と
の
よ
う
な
尾
形
の
意
図
、
が
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
数
百
点
に
の
ぼ
る
ス
ラ
ブ
研
究
の
分
野
で
の
基
本
的

文
献
が
北
大
医
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
を
も
と
に
し
て
、
尾
形
と
木
村
の
二
人
に
よ
っ
て
、
共
同
研
究
の
分
担
者
の
人
選
が
進
め
ら
れ
、

そ
の
時
の
各
部
門
と
研
究
分
担
者
は
、

九
五
三
年
(
昭
和
二
八
)
六
月
二
十
四
日
、

小
人
数
な
が
ら
、

ス
ラ
プ
研
究
室
が
設
置
さ
れ
た
。

以
下
の
よ
う
に
全
国
的
な
視
野
か
ら
選
ば
れ
た
。

主

壬
J
q
l
 

木
村
彰

(
北
大
文
学
部
教
授
)

〔
文
学
部
門
〕

北
垣
信
行
(
北
大
文
学
部
助
教
授
)
、
金
子
幸
彦
(
一
橋
大
学
社
会
学
部
講
師
)

学部

〔
歴
史
部
門
〕

鳥
山
成
人
(
北
大
文
学
部
助
教
授
)
、
岩
間
徹
(
東
京
女
子
大
学
文
学
部
教
授
)

〔
政
治
部
門
〕

猪
木
正
道
(
京
都
大
学
法
学
部
教
授
)

内
海
庫
一
郎
(
北
大
経
済
学
部
教
授
)

法

〔
経
済
部
門
〕

〔
国
際
関
係
部
門
〕

江
口
朴
郎
(
東
京
大
学
教
養
学
部
教
授
)

こ
こ
に
見
ら
れ
る
部
門
別
の
研
究
体
制
と
、
北
大
及
び
北
大
外
の
研
究
者
か
ら
な
る
体
制
は
、
二
年
後
に
ス
ラ
ブ
研
究
施
設
と
し
て
官

制
化
さ
れ
た
際
に
も
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
、
現
在
に
及
ん
で
い
る
。

亡3

こ
の
よ
う
な
ス
ラ
ブ
研
究
室
は
、
二
年
後
に
官
制
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
当
初
認
め
ら
れ
た
定
員
は
わ
ず
か
半
講
座
(
助

教
授
一
、
助
手
一
)
に
す
ぎ
ず
、
独
立
し
た
研
究
機
関
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
時
の
北
大
学
長
島
善
糊
仰
が
仲
介



に
立
っ
て
、
将
来
独
立
し
た
研
究
機
関
と
な
る
ま
で
当
分
の
間
法
学
部
付
属
の
研
究
施
設
と
す
る
こ
と
が
、
法
学
部
教
授
会
に
よ
っ
て
了

承
さ
れ
た
。
し
か
し
「
研
究
施
設
の
運
営
、
組
織
、
予
算
、
人
事
、

そ
の
他
重
要
事
項
」
は
先
の
研
究
分
担
者
全
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
一

る
研
究
員
会
議
に
お
い
て
審
議
さ
れ
る
と
と
が
「
規
程
」
に
明
記
さ
れ
、
事
実
上
は
独
立
の
研
究
機
関
た
る
こ
と
が
北
大
の
評
議
会
に
お

い
て
承
認
さ
れ
た
。
初
代
の
施
設
長
に
は
文
学
部
教
授
の
木
村
彰
一
が
併
任
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
設
立
さ
れ
た
北
大
法
学
部
付
属
ス
ラ
ブ
研
究
施
設
は
、
歴
史
・
文
学
・
政
治
・
経
済
・
国
際
関
係
の
玉
部
門
に
わ
た

っ
て
、
次
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
な
る
研
究
員
及
び
助
手
と
事
務
官
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
の
カ
テ
ゴ

p
l
は
ス
ラ
ブ
研
究
施
設
プ
ロ
パ

l
の
メ
ン
バ
ー
で
、
こ
れ
は
一
九
五
七
年
(
昭
和
一
三
一
)
以
降
二
二
年
間
に
わ
た
っ

スラブ研究施設

て
施
設
長
を
勤
め
る
鳥
山
成
人
と
、
経
済
部
門
の
山
本
敏
の
二
名
、

そ
れ
に
事
務
担
当
官
た
る
豊
田
久
馬
彦
、
更
科
道
子
、
芳
賀
柳
二
の

計
五
名
か
ら
な
る
。

つ
い
で
第
二
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
北
大
文
系
各
学
部
の
教
官
が
お
り
、
こ
れ
は
前
記
木
村
、
北
垣
、
内
海
の
ほ
か

に
法
学
部
の
尾
形
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
文
学
部
助
手
(
ロ
シ
ア
文
学
科
)
の
福
岡
星
児
が
参
加
し
た
。
第
三
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
北
大
外
の
研

一
九
玉
六
年
(
昭
和
三
一
)
か
ら
は
東
京
大
学
に
移
っ
た
木
村
が
加

究
者
で
あ
っ
て
、
前
記
の
金
子
、
岩
間
、
猪
木
、
江
口
の
四
人
に
、

わ
り
、
こ
れ
ら
五
人
の
メ
ン
バ
ー
は
以
後
十
余
年
に
わ
た
っ
て
学
外
兼
任
研
究
員
を
勤
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
)
九
五
九
年
(
昭
和
三
四
)
に
は
新
た
に
法
律
部
門
が
加
わ
り
、
北
大
法
学
部
教
授
の
五
十
嵐
清
が
加
わ
る
と
と
も
に
、
政
治

部
門
に
同
じ
法
学
部
教
授
の
矢
田
俊
隆
が
参
加
し
、
六
部
門
の
研
究
体
制
が
こ
こ
に
整
づ
た
。

こ
れ
ら
北
大
内
外
の
十
余
名
か
ら
な
る
研
究
員
は
、
毎
年
二
回
聞
か
れ
る
研
究
員
会
議
に
お
い
て
、
研
究
施
設
の
運
営
全
般
の
審
議
に

参
加
す
る
と
と
も
に
、
三
日
間
に
わ
た
る
研
究
報
告
会
に
参
加
し
て
、

討
論
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ

そ
れ
ぞ
れ
レ
ポ
ー
ト
し
た
り
、

33' 

た。
こ
の
よ
う
に
し
て
発
足
し
た
ス
ラ
ブ
研
究
施
設
の
存
在
は
、

は
や
く
も
一
九
玉
六
年
(
昭
和
三
一
)
に
ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
た
『
ロ
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シ
ア
の
分
野
に
お
け
る
日
本
の
教
育
と
研
究
』
の
な
か
で
と
り
上
げ
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
る
に
至
っ
た
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
地
域
研
究
所
と
同
様
に
、
ス
ラ
ブ
研
究
施
設
は
い
ま
だ
主
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
研
究

分
野
の
専
門
家
を
と
り
ま
と
め
る
組
織
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
:
:
:
ロ
シ
ア
語
や
ロ
シ
ア
文
学
の
教
育
と
は
ま
た
別
に
|
|
こ
れ
は
厳
密
に
言
え
ば
大

学
の
責
任
で
あ
っ
て
研
究
所
の
仕
事
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
|
|
研
修
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
ス
ラ
ブ
研
究
施
設
の
将
来
は
、
主
に
研
究
の
分
野
に
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
人
文
・
社
会
科
学
の
研
究
は
東
京
と
京
都
で
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
日
本
の
伝
統
が
な
け
れ
ば
、
学
際
的
な
ロ

シ
ア
地
域
研
究
と
研
修
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
縮
設
の
可
能
性
は
、
日
本
の
い
か
な
る
研
究
所
に
も
負
け
ぬ
ほ
ど
大
き
い
。

同

学部

こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
専
門
家
に
書
か
れ
て
か
ら
八
年
た
っ
て
、

よ
う
や
く
一
九
六
四
年
(
昭
和
三
九
)
に
官
制
上
の
部
門
と
し
て

歴
史
部
門
が
増
設
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
七
七
年
(
昭
和
五
二
)
に
政
治
部
門
と
客
員
教
授
一
が
加
え
ら
れ
て
、
教
授
三
、
助
教
授
三
に
、

法

客
員
教
授
一
と
い
う
現
在
の
体
制
が
で
き
た
。
し
か
し
こ
の
間
一
九
六
玉
年
(
昭
和
四
O
)
に
は
、
京
都
大
学
に
「
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ

ン
タ

l
」
が
設
立
さ
れ
、

わ
ず
か
一

0
年
聞
に
八
部
門
と
資
料
部
を
有
す
る
一
大
研
究
セ
ン
タ
ー
に
成
長
し
て
い
た
。
こ
の
点
北
大
の
ス

ラ
ブ
研
究
施
設
は
、
創
設
こ
そ
早
か
っ
た
が
、
研
究
機
関
と
し
て
の
規
模
で
は
、
依
然
と
し
て
小
規
模
な
研
究
施
設
に
と
ど
ま
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
実
状
を
打
開
す
べ
く
、

一
九
六
九
年
(
昭
和
四
四
)
に
施
設
長
に
就
任
し
た
百
瀬
宏
の
も
と
で
、

ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー

の
構
想
が
初
め
て
打
ち
出
さ
れ
、

一
九
七
五
年
(
昭
和
五
O
)
六
月
十
八
日
の
文
系
四
学
部
長
会
議
に
お
い
て
、
百
瀬
の
後
任
施
設
長
の

外
川
継
男
が
セ
ン
タ
ー
案
を
説
明
し
て
、
各
学
部
長
の
共
感
と
支
持
を
え
た
。
さ
ら
に
こ
の
年
七
月
十
五
日
に
は
ス
ラ
ブ
研
究
施
設
創
立

二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
が
挙
行
さ
れ
、
今
村
学
長
、
文
系
各
学
部
長
は
じ
め
関
係
者
約
六

O
名
が
参
加
し
た
が
、
こ
こ
に
お
い
て
も
外
川



は
セ
ン
タ
ー
昇
格
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

こ
の
よ
う
な
研
究
施
設
の
セ
ン
タ
ー
へ
の
改
組
拡
充
は
、
第
五
代
の
施
設
長
木
村
汎
の
も
と
で
一
段
と
具
体
的
に
な
り
、
今
村
学
長
、

小
暮
法
学
部
長
、
北
大
事
務
局
の
支
援
の
も
と
に
、

一
九
七
八
年
(
昭
和
五
三
)
春
か
ら
の
「
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の

設
立
が
決
定
し
た
。
新
し
い
セ
ン
タ
ー
は
教
授
定
員
七
の
ほ
か
に
、
客
員
教
授
一
、
外
国
人
客
員
研
究
員
二
を
有
し
、
文
字
ど
お
り
わ
が

固
に
お
け
る
ソ
連
・
東
欧
研
究
の
中
心
的
機
関
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
間
、
設
立
以
来
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
各
種
の
総
合
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、

そ
れ
ら
は
「
ロ
シ
ア
人
民
主
義
の
研
究
」
、

「
ロ
シ
ア
社
会
の
近
代
化
に
関
す
る
研
究
」
、
「
ロ
シ
ア
革
命
の
研
究
」
、
「
ロ
シ
ア
・
東
欧
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
諸
問
題
」
、
「
東

スラブ研究施設

欧
に
お
け
る
フ
エ
デ
ラ
リ
ズ
ム
の
研
究
」
、
「
ソ
連
社
会
の
変
遷
と
対
外
関
係
」
、

「
ロ
シ
ア
・
ソ
連
の
東
方
進
出
と
文
化
摩
擦
」
と
い
っ

た
、
い
ず
れ
も
重
要
な
基
本
的
テ
l
マ
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
の
多
く
は
、
毎
年
一
回
発
行
さ
れ
る
紀
要
『
ス
ラ
、
グ
研
究
』
に
発
表
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
一
九
五
七
年
(
昭
和
三

こ
)
以
来
、

一
九
七
八
年
で
二
二
号
を
数
え
る
。
こ
の
紀
要
は
日
本
国
内
の
主
な
大
学
・
研
究
所
・
図
書
館
の
ほ
か
、

世
界
中
の
主
だ
っ

た
ス
ラ
ブ
研
究
機
関
に
も
送
ら
れ
、
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
外
人
研
究
者
の
寄
稿
も
少
な
く
な
い
。

ス
ラ
ブ
研
究
施
設
へ
は
毎
年
の
よ
う
に
内
外
の
研
究
者
が
訪
れ
る
。
こ
の
中
に
は
内
地
研
究
員
と
し
て
半
年
、

一
年
に
わ
た
っ
て
滞
在

す
る
者
も
い
れ
ば
、
外
国
人
客
員
研
究
員
と
し
て
共
同
研
究
に
参
加
す
る
た
め
に
数
カ
月
ス
ラ
ブ
研
究
施
設
で
研
究
に
従
事
す
る
者
も
い

る
。
短
期
の
訪
問
者
に
い
た
っ
て
は
毎
年
二

O
名
以
上
に
な
り
、
学
外
研
究
者
に
よ
る
文
献
の
利
用
は
か
な
り
の
頻
度
に
の
ぼ
る
。

こ
の
ほ
か
北
海
道
在
住
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、

一
九
七

O
年
(
昭
和
四
五
)
か
ら
「
北
海
道
ス
ラ
ブ
研
究
会
」
が
組
織
さ
れ
、

以
来
毎

333 

月
一
回
ス
ラ
ブ
研
究
施
設
の
専
任
研
究
員
が
中
心
に
な
っ
て
、
定
期
的
に
研
究
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

教
育
の
面
で
は
法
学
部
に
ス
ラ
ブ
研
究
特
殊
講
義
が
恒
常
的
に
聞
か
れ
て
い
る
ほ
か
、
大
学
院
・
法
学
研
究
科
や
文
学
部
・
教
養
部
の
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授
業
に
も
協
力
し
て
い
る

(
外
川
継
男
)
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一
九
五
三
(
昭
お
)

6
・
μ

一
ス
ラ
ブ
研
究
室
規
程
制
定
さ
る
。
主
任
に
文
学
部
教
授
木

一
村
彰
一
就
任

6
-
m
一
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
総
合
研
究
「
ロ
シ
ア
人
民
主

一
義
の
研
究
」
発
足
す
る

一
九
五
五
(
昭
釦
)

7
・
1

一
官
制
化
に
よ
り
ス
ラ
ブ
研
究
室
は
廃
さ
れ
、
法
学
部
附
属

一
ス
ラ
ブ
研
究
施
設
が
設
置
さ
れ
る
。
初
代
施
設
長
に
木
村

一
彰
一
就
任
。
研
究
部
門
と
し
て
歴
史
・
文
学
・
政
治
・
経

一
済
・
国
際
関
係
の
五
部
門
を
定
め
る
も
、
官
制
上
は
経
済

一
部
門
一
部
門
の
み
認
め
ら
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
北
大
内
外
の

一
研
究
者
に
研
究
を
委
嘱
し
、
共
同
研
究
の
体
制
を
整
え
る

一
九
五
七
(
昭
辺
)

4
・
1

一
第
二
代
施
設
長
に
鳥
山
成
人
就
任
。
紀
要
『
ス
ラ
ヴ
研

一
究
』
第
一
号
出
る

一
九
五
九
(
昭
鈎
)

4
・
1

一
研
究
部
門
に
法
律
を
加
え
、
六
部
門
の
構
成
を
と
る

一
九
六
回
(
沼
鈎
)

7
・
1

一
官
制
上
の
部
門
と
し
て
新
た
に
歴
史
部
門
設
置
さ
れ
、
経

一
済
部
門
と
並
ん
で
二
部
門
と
な
る
。
総
合
研
究
「
ロ
シ
ア

一
社
会
の
近
代
化
に
関
す
る
研
究
」
開
始
さ
れ
る

一
九
六
五
(
昭

ω)

一
総
合
研
究
「
東
欧
に
お
け
る
フ
ェ
デ
ラ
リ
ズ
ム
の
研
究
」

一
始
ま
る

一
九
六
九
(
昭
制
)

4
・
1

一
第
三
代
施
設
長
に
百
瀬
宏
就
任

一
九
七

O
(昭
初
)

4
・
1

一
総
合
研
究
「
ロ
シ
ア
と
東
欧
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

一
の
諸
問
題
」
発
足

5
・
1

一
北
海
道
ス
ラ
ブ
研
究
会
設
立
さ
れ
る

一
九
七
一
(
昭
総
)

4
・
1

一
第
四
代
施
設
長
に
外
川
継
男
就
任

一
九
七
三
(
昭
総
)

4
・
1

一
特
定
研
究
「
ソ
連
社
会
の
変
遷
と
対
外
関
係
」
発
足

一
九
七
五
(
昭
切
)

7
・
日
一
ス
ラ
ブ
研
究
施
設
創
立
二
十
周
年
記
念
祝
賀
会
催
さ
れ
る

日・

1

-

第
五
代
施
設
長
に
木
村
汎
就
任

一
九
七
七
(
昭
臼
)

4

・
1

一
官
制
上
の
部
門
と
し
て
政
治
部
門
増
設
さ
れ
、
さ
ら
に
客

一
員
教
授
一
部
門
設
置
さ
れ
る

一
特
定
研
究
「
ロ
シ
ア
・
ソ
連
の
東
方
進
出
と
文
化
摩
擦
」

一
開
始

一
第
六
代
施
設
長
に
外
川
継
男
就
任

dιτ

・T
よ

4

・1

日・

1
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